
一日野ますつかみ大会 

目黒駅前１００人カイギ 

 私たちのまわりに沢山の外国人を見かける

ようになりました。観光客だけでなく、日本

で働いたり，勉強している人も多くなりまし

た。とりわけ働き手の少なくなってきているわが国にとってはその

活力は貴重です。一方で日本で働こうとしている人にとっては言葉

や習慣の違いから何かと不自由や不安も多いと思われます。彼らが

これからこの地で気持ちよく安心して生活していけるように、私た

ちもできるだけの環境作りができると良いですね。 

 そしてこの国が多くの外国人に選ばれるようになりたいものです！ 

                     （編集長 久保田）  

 編集後記 

地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。 

編集委員も随時募集中です！ 一緒に紙面作りをしましょう。 大崎第一地域センター 電話3491-2000までご連絡ください。 

五反田フェスティバル 

令和初のあいおい夏祭り 
 

  

 雉子神社の宮元で昔は盆踊りなどで賑わっていた相生会町会の夏祭

りも、町会員の高齢化などで町会だけでの開催が難しい状況でした。

それが東五反田倶楽部の設立を機に皆で何とかしようと協議した結

果、一昨年から始まった「あいおい夏祭り」(相生会町会・博芳堂薬

局・東五反田倶楽部の合同開催)が今年で第３回を迎えます。 

  

 珍しい和太鼓のオープニングセレモニーを

皮切りに、子どもも飲めるフルーツカクテル

や大人も楽しい豪華景品のおもちゃくじ、焼

きそば・フランクフルト・かき氷など種類の

豊富な屋台にバザーも開催され毎回数百人の

人出で賑わいます。子どもや高齢者がたのし

めるお祭りを目標にしています。ぜひ、皆さ

んでのお出かけをお待ちしています。 
 

 

日時：８月２５日(日)   

   １６時～１９時３０分 

会場：東五反田倶楽部前(東五反田４－１１－６) 

雨天決行です。                

 （編集委員 中村） 

 

 

  

 
 
 「１００人カイギ」というプロジェクトをご存知ですか？ 

１００人でドーンと集まって会議をするわけではなく、その街で働く

人、暮らす人の話を聞きながら、地域でのつながりを生んでいくプロ

ジェクトです。お話いただくゲストは１回のイベントにつき５人ず

つ、１００人になったら終了。つまり、

全２０回にわたってイベントを開催して

いきます。 

  都内各地や地方にも広がっているこの

プロジェクトが、５月から「目黒駅前１

００人カイギ」という枠組みでも始まり

ました。５月２３日に行われた第１回目

のイベントには、線路沿いにあるEASE

の代表や目黒でデザイン事務所を経営されているアートディレクター

の方、子ども向け伝統工芸ブランドaeruの店長、TSUTAYAグルー

プのメディア事業部を統括されている方、そして夕陽会の理事の方が

ゲストとしてお話されました。６１名もの参加者が集まり、「目黒に

はこんな面白い人たちがいるの！？」と驚きながら、それぞれに交流

を深めている様子でした。 

 毎月１回第３木曜日の夜に開催していきます。ここから生まれたつ

ながりから新しい可能性が広がり、それが目黒駅前の活性化につなが

れば、という想いからこのプロジェクトを始めました。地元でのつな

がりを作りたい方はもちろん、目黒には一体どんな人たちが暮らし、

働いているんだろうか？と興味のある方、ぜひお気軽にご参加くださ

い。申し込み不要で、どなたでもご参加いただけます。 

 

「目黒駅前100人カイギ」今後の予定 

 ４回目：９/１９（木）５回目：１０/１７（木）６回目：１１/２１（木） 

 １９:００～２１:００ 

 場所：目黒EASE GROUND LIBRARY（品川区西五反田３-１-２） 

 会費：１,０００円   

 主催：目黒駅前Wa-shoyプロジェクト 

＊登壇して話してみたい、という方は、こちらまでご連絡ください 

 →Meguro＠a-meguro-st.com 

（目黒駅前１００人カイギ運営メンバー 洪愛舜） 

 
 
 

 ６月初旬、第一日野小学校にてPTA行事の『ますつかみ大会』が

食育体験行事として行われました。 

 当日は朝早くから『おやじの会』(PTA有志のお父さんたち)がグラ

ウンドに大きないけす用のプールやテントを設置、活きの良い『ま

す』を準備してくれました。子どもたちは、いけすでの『ますつか

み』を楽しんだ後、そのますを６年生、PTA、おやじの会、地域の

方々が捌き、調理して、いただきます。5月下旬から厳しい暑さの日

が続いていましたが、当日は薄曇りの爽やかな陽気となり、子どもた

ちはびしょぬれになりながらも元気いっぱい『ますつかみ』を楽しん

でいました。６年生は希望者のみでしたが、親子レクリエーションと

して、自分のつかんだますとさらに他学年の子どもたちの分のますを

捌き、調理しました。 

 ほとんどの子どもにとって魚を捌く体験は初めてのことでしたが、

捌くにあたり、地域の元保護者の方からの『食育』についてのお話が

ありました。『いただきます』の意味は『あなたの命を私の命に代え

させていただきます』であることや、『ご馳走さま』には食に関わっ

ている人々が走るように急いで食材を食べる人に届けているからとい

うこと、という説明がありました。この

話には子どもたちだけでなく、保護者も

深く頷く姿がみられました。また、魚が

苦手な子どもも自分がつかんだ魚という

ことで食べてみて『おいしい！』という

声も聞こえていました。 

 一日野『ますつかみ大会』は 学校、

PTA、地域の方の協力のもと、子どもた

ちが楽しみながらも『命と食』について

感じ、考えられる行事となっていました。 

                        （編集委員 小林） 
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 第６回五反田夏祭り・ゴタフェスが８月４日（日）五反田駅東

口ロータリーで１１時から１９時まで開催されました。出店数は

２０店ほど、例年通り、阿波踊り・サンバ・フラダンスなどの団

体が参加し、来場者約１万人と賑わいました。 

   （編集委員 服部） 


